


学校への提出期限：平成30年11月16日（金）16時まで
提　　出　　先　：教務係・各校地事務室
※公印押印済みの申請書類は11月30日までに申請者へお渡しします。
　申請者は平成30年12日6日（木）午後5時までに足立区役所へ直接提出すること
　（締切厳守・郵送不可）



 

 

１ 募集期間                                                           

 

平成３０年１０月２５日（木）～１２月６日（木） 

２ 募集人員                                

 

４０人 

※募集人員を超えた場合は、書類審査をさせていただきます。 

３ 応募資格                                                           

 

以下の要件を全て満たすことが条件です。 

◆ 学校教育法に規定する大学または専修学校（修業年限２年以上の専門課程のもの

に限る）に平成３１年度入学予定、または在学していること。 

◆ 申請時において足立区内に引き続き６か月以上居住していること。 

◆ 日本学生支援機構第一種奨学金（春期募集）を貸与されることが決定している方、

または貸与されている方。※今年度秋期の応募をされた方は、来年度以降の募集

が対象になります。 

◆ 日本学生支援機構の給付型奨学金を受けないこと。 

◆ 足立区育英資金奨学金の一部償還免除枠採用者として貸付を受けないこと（その

他の足立区育英資金との併用は可能）。 

◆ 成績優秀と認められ、進学後の目標をもち将来社会に貢献できる見込みがあるこ

と。 

◆ 区への卒業後の就職先の情報提供など、事業効果の検証に協力できること。 

                                 

４ 助成額                                 

 

日本学生支援機構第一種奨学金の貸与額総額の半額（上限１００万円）を助成。 

 

５ 助成条件                                

 

◆ 奨学金返済支援採用者として進学した方が、正規の修業年限で卒業すること。 

◆ 卒業後１０年以内に、２年度分以上足立区に住民税を納税すること。 

 

 

足立区奨学金返済支援助成 募集要項 

学校への提出期限：平成30年11月16日（金）16時まで 
提　　出　　先　：教務係・各校地事務室 
※公印押印済みの申請書類は11月30日までに申請者へお渡しします。 　
申請者は平成30年12日6日（木）午後5時までに足立区役所へ直接提出すること （締切厳守・郵送不可）



 

６ 提出書類                                

◆募集期間内に申請者全員が必ず提出していただくもの 

（１）足立区奨学金返済支援助成申請書 

（２）足立区奨学金返済支援助成推薦調書※１ 

（３）平成３０年度住民税課税証明書※２ 

 

※１ 在学校に記入を依頼してください。 

※２ 世帯のうち、収入がある方全員の証明書が必要です。その他、別途書類の提出をお願いす

る場合があります。 

 

◆その他提出書類 

（１）から（３）以外に申請者の状況により、提出していただく書類が異なります。表を参照し 

ていただき、募集期間内に必ず提出してください。 

 
高校３年生の方 

大学在学で第一種 

貸与決定された方 

大学在学で第一種 

貸与中の方 

（４）結果通知の写し※３ 募集期間内   

（５）奨学生証写し※３ 

後日提出※４ 

募集期間内※５ 募集期間内 

（６）進学を証明する 

書類の写し 
  

（７）在学証明書  募集期間内 募集期間内 

 

※３ 「奨学生証」は、進学先または在学の大学で配布されます。現在高校生の方は、在学校

から配布される「結果通知」があります。 

※４ 足立区奨学金返済支援助成の採用候補者となった場合、提出をお願いします。 

※５ 募集期間内に大学から配布されていない場合は、問い合わせ先にご連絡ください。 

 

～提出書類作成にあたっての注意事項～ 

・平成３０年度住民税課税証明書は、お近くの区民事務所または課税課で取得できます。ただ

し、平成３０年１月２日以降に足立区に転入された方は、前住所地で取得してください。 

・提出書類（１）（２）については、学務課窓口で配布するほか、区ホームページからもダウ

ンロードできます。 

７ 提出方法・提出先                            
 

足立区役所南館５階 学務課窓口へ持参（郵送不可） 
 

８ 問い合わせ先                                

足立区教育委員会 学務課助成係（区役所南館５階） 

℡０３－３８８０－５９７７(直通) 

足立区 奨学金返済支援助成 検索 



 

１ 推薦基準 

種別によらず申込者は以下の各項目について、５段階評価で３以上の者であること。 

（１）人物及び将来の

目標について 

学習活動その他生活の全般を通じて態度・行動が学資金の支援をする学生とし

てふさわしく、進学の目的及び進学後の人生設計が明確であり、将来良識ある社

会人として活動し、社会に貢献する人物となる見込みがあること。 

（２）学力及び資質に

ついて 

学校の教育目標に照らして十分に満足できる高い学習成績を収めているこ

と。または教科以外の学校活動等で大変優れた成果を収め、学校の教育目標

に照らして概ね満足できる学習成績を収めていること。 

（３）学習意欲 勉学の意思を持って通学しており欠席、遅刻等の問題もなく、学習意欲を

持って授業に臨んでいること。 

（４）健康について 健康診断等により、修学に耐え得ると認められること。 

 

２ 貸付型育英資金の学校長特別推薦（特例枠）基準 

１の推薦基準に加え、在籍中に以下のいずれかの実績があること。 

 高校へ進学する場合 大学等へ進学する場合 

（１） 

部活動等 

・地区大会（地区予選）に参加し入賞した 

・都大会や全国大会に参加し入賞した 

（２） 

学級・学校

活動 

・文化祭（学園祭）などのイベントにおいて実

行委員を継続して務める 

・学級委員を継続して務める 

 

・研究発表会で成果を発表した 

・文化祭（学園祭）などのイベントにおいて実行

委員を継続して務めるなど 

 

（３） 

社会奉仕

活動 

 

・地域活動に継続して積極的に参加している 

・足立区の地域活動に関わる表彰を受けたこ

とがある 

・募金活動をしたことがある 

・地域活動に継続して積極的に参加している 

・足立区の地域活動に関わる表彰を受けたこと

がある 

・募金活動をしたことがある 

・ボランティアサークルで活動している 

・成人式実行委員として活動したなど 

（４）その他 

 

・上記に準じた活動業績または表彰等を受けたことがある。 

（例：珠算３級、各種コンクール、コンテスト入賞など） 

 

３ 一部償還免除の学校長特別推薦（特例枠）基準 

１の推薦基準に加え、在籍中に以下のいずれかの実績があること。 

 高校へ進学する場合 大学等へ進学する場合 

（１） 

部活動等 

・地区大会（地区予選）に参加し入賞した 

・都大会や全国大会に参加し入賞した 

（２） 

学級・学校

活動 

・文化祭（学園祭）などのイベントにおいて実

行委員を１年以上継続して務める 

・学級委員を１年以上継続して務める 

・研究発表会で成果を発表した 

・文化祭（学園祭）などのイベントにおいて実行

委員を継続して務めるなど 

（３）その他 

 

・上記に準じた活動業績または表彰等を受けたことがある。 

（例：珠算１級、その他美術、体育、技術等大会の上位入賞など） 

足立区育英資金奨学金貸付 

足立区大学等入学準備金支援助成  推薦基準 

足立区奨学金返済支援助成 

裏面もあります 



４ 推薦に適さないと判断する基準 

（１）学校からの指導に従わない、法に触れる行為など、生活指導上の問題がある。 

（２）集団の規律を著しく乱し、他に迷惑をかける行為がある。 

（３）欠席、遅刻、早退などが多い。 

（４）学業成績が著しく不振である。 

（５）授業中、私語や居眠りなどが多く学習意欲に欠ける様子がある。 

 

５ 推薦にあたっての留意点 

（１）選考に関する留意点 

〇 生徒の選考にあたっては、各学校が設定した教育目標に照らして実施する学習状況の評価に加

えて、進学の意欲や目的、進学後の人生設計を含めて総合的に判断することが重要であること。 

〇 学力及び資質に関する要件への適合状況を確認する際は、各学校の特色や実情を踏まえて行う

ものとし、その際、以下のような点を踏まえて行われるよう留意すること。 

① 知識量しか問わないテストの結果や特定の活動などのみに偏重せず、観点別学習状況の評価な

どの学力の三要素の趣旨を踏まえた選考となっているか。 

② 総合所見や出欠状況を加味した選考となっているか。 

③ 学校生活全体の中で課題を克服した経験など生徒等の成長過程にも着目した選考となってい

るか。 

〇 選考の際に考慮する就学の期間は、中学校、高等学校等在学者については１年生から２年生ま

で（既卒者は３年生まで）を基本とし、その他各学校の実情に応じて対応されたい。 

（２）選考の方法・体制等に関する留意点 

〇 進学の意欲や目的、進学後の人生設計を確認・評価するにあたっては、面談等により本人の意

識を十分に確認するものとする。 

〇 選考が特定の担当者の判断のみにより行われ、審査結果の妥当性や信頼性に疑義が生じること

のないよう、管理職及び担任以外の教員等も含めた複数名により選考するなど、十分に客観性を

確保できる選考体制の構築に努めること。 

○ 選考にあたる者は、推薦基準の考え方に関する共通の理解をもって審査に当たることができる

ようにすること。 

〇 生徒等や保護者をはじめ、社会に対して説明責任を果たすことができるよう、選考に当たって

は公平性・透明性・客観性の確保に努めること。 

（３）その他留意点 

○ 編入学又は転入学した生徒等がいる場合、以前に在学していた学校等における学習成果や活動

についても、その状況把握に努めるとともに、選考の際に加味することが望ましい。 

〇 障害がある生徒等に対する審査は、生徒等の障害や疾病の状態等に応じて、選考方法を工夫す

ることなどにより、きめ細かい対応に努めること。 



足立区育英資金 成績換算表 一覧（参考） 

 

別表第１（第２条関係） 

成績換算表（５段階評価による換算） 

換算成績 １００点制 １０点制 優良可制 ＡＢＣ制 

５ １００～８１ １０～９ 秀 Ａ 

４ ８０～６１ ８～７ 優 Ｂ 

３ ６０～４１ ６～５ 良 Ｃ 

２ ４０～２１ ４～３ 可 Ｄ 

１ ２０～０ ２～０ 不可 Ｅ 

 

別表第１の２（第２条関係） 

成績換算表（４段階評価による換算） 

５ Ａ 

３．６５ Ｂ 

２．３５ Ｃ 

１ Ｄ 

  

 

別表第１の３（第２条関係） 

 成績換算表（６段階評価による換算） 

５ Ａ 

４．２ Ｂ 

３．４ Ｃ 

２．６ Ｄ 

１．８ Ｅ 

１ Ｆ 
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